
Hela News ２０１８年１２月号（２８０号） 

            ヘラ・スパイス・ジャパン株式会社  

茨城県守谷市松ヶ丘１－４－１ http//www.helajapan.com 

ミュンヘンのクリスマス～今話題のツリーは！！ 

ミュンヘンの中心マリエンプラッツから中央駅に伸びる Kaufingerstraβe カウフィン

ガー通りは、ドイツで売上Ｎｏ１を誇るショッピングストリート！！ 

市役所で規則通りオーディションに合格して許可をもらったストリートミュージッシ

ャンやストリートパフォーマーが昼も夜も、歩く人を楽しませる。 

両サイドのお店が閉まった後も、ウインドウ照明は落とさず、夜の散歩を楽しむ人も少

なくない。からくり時計で有名な市庁舎の裏手に、コーヒーで有名なダルマイヤーの美

しい黄色の建物がそびえている。 

デリカテッセン、ハム、魚、ワイン、紅茶、ケーキ、葉巻、レストランとグルメのパラダイス。 

１１月後半から、そのショーウインドウに素晴らしいツリーが４本立ったことが、おしゃれな

大人の女性の人気を集めている～シャンパンと銀器のツリー、ワインのツリー、チョコレー

トギフトのツリー、貝殻などのシーフードツリーなど、グルメ心をくすぐります。 

ミュンヘン市庁舎前にも大きなツリーが飾られ、広場やレジデンスの中庭にもクリスマスマー

ケットのブースが並び、クリスマスプレゼントを探す人々で、夜遅くまでにぎわっています。 

老舗ダルマイヤーの挑戦  

１７００年創業のミュンヘンのDallmayrダルマイヤー はヨーロッパ最大規模の家族経営のデリカテッセンとして３００

年余の伝統を誇る。。 ２０１７年度のドイツ国内総売り上げが１０億ユーロ（１３００億円）～ 

第１の柱：コーヒーが５億２千万ユーロ（６７６億円）と５２％を占める。 

第２の柱：EU 内を含む１６か国に売店と高級レスト

ラン経営で４億２千万ユーロ（５４６億円）４２％ 

第３の柱：カナッペや肉加工品、肉魚、甘味などで

デリカテッセン事業で４５００万ユーロ（５８億５千万

円]４．５％。 

新聞折り込み冊子の中のおすすめ 

左：海老と茎わかめのカナッペ醤油ジュレとわさびク

リーム添え１００ｇ４．９€が→３．７€ 

右：アボガドのフライ、ﾁﾘｿｰｽ100ｇ３．６€が→２．７€ 



２０１７年１~９月　ドイツ食品業界の売上　
順位 ジャンル 単位１０億€年間ベース 占有率

1 屠畜、食肉加工 28.4 37.8 23.9
2 乳製品 20.3 27.1 17.2
3 パン 12.25 16.3 10.3
4 果物野菜 7.27 9.7 6.1
5 菓子 7.01 9.3 5.8
6 飲料水、ｼﾞｭｰｽ 6.02 8.0 5
7 ビール 5.69 7.6 4.8

8 飼料 5.14 6.9 4.3

9 製粉 3.69 4.9 3.1
10 食品（飲料含まず） 3.5 4.7 3
10 動・植物油脂 3.5 4.7 3
12 コーヒー紅茶 3.46 4.6 2.9
13 調味料ソース 2.69 3.6 2.2
14 砂糖精製 1.87 2.5 1.6
15 魚類加工品 1.48 2.0 1.2
16 蒸留酒 1.23 1.6 1
17 ダイエット食品 0.71 0.9 0.5

合　　計 118.26 157.7

ソーセージ加工トップ１０ 単位１００万€
順位 ランキングTop100企業名 売上２０１５売上２０１６ 増減

1 10 ZurMühlen-Gruppe825 825 100
2 16 Gustoland 417 582 139.5
3 22 Bell Deutschland 407.4 392.5 96.3
4 23 Kemper 390 390 100
5 Lutz Convenience 380 - -
6 25 Reinert 325 330 101.5
7 30 Wolf 256 300 117.1
8 34 Sutter 238 256 107.5
9 35 Stockmeyer 249.7 247.1 98.9
10 38 Ponnath 232 228 98.2

3720.1 3550.6合　　　　計

カプセルコーヒーの４割シェア 

コーヒーの売り上げでは業界でも大きくシェアを持ち、その成長は昨年度はネスレ社のネ

スプレッソカプセルコーヒーの４０，６％、今年度は１～８月で２７，７％を占める勢いで年予

測４１．５５％。またフィルターコーヒーでは今年度予測２４．３％になる模様。 コーヒー部

門社長 JohannesDengler 氏は、ドイツでも優良企業Ｍöｖｅｎｐｉｃｋ やＣａｆｅＲｏｙａｌ など売り先を選りすぐっているこ

とと、カプセルコーヒーの普及で、消費者のコーヒー消費量の増加を成長の要因とあげている。地元ミュンヘンの有

力新聞に、定期的に冊子の折り込みで

は、デリカテッセンのクオリティと品数の

多さをアピールし、文化都市ミュンヘン

の食文化のリーダーとして、あこがれの

店となっているのは確実だ。 

左の棒グラフ：左からﾌｨﾙﾀｰｺｰﾋｰ、豆、

コーヒーパッド、ネスプレッソカプセルコ

ーヒー    Lebensmittel Zeitungより 

２０１７年売上状況 

２０１７年１月～９月までの、ドイツ全体の食品製造業の売上が公表された。 

１２か月換算で見ると、肉製品と乳製品、パンの

売り上げで５１．４％！！ 

果物野菜は６．１％にとどまり、単価と利益率で

はるかに劣っていることがわかる。  

また魚の消費量も１．２％、米もジャンルには入

って無く、完全に食文化の違いが良くわかる。 

年間予測で１５７．７Ｍｒｄ€＝２０４兆１千億円 

が、ドイツの食品の年間売上となる。 

1位の屠畜、加工では4兆８２０４億円と

なる。 

日本経済産業省のＵＲＬでは平成２８年

度～日本の飲食料品に限定した小売業 

スーパー：９兆５５２５億円 

デパート：１兆８９５４億円となっている。 

       加工肉専業企業 Ｔｏｐ１０ 

２０１５年~２０１６年の

ドイツ食肉加工企業トップ

１０では１位の企業で８．

２５億€（１０７２．５億円）

となっており、１０社合計

で 35.50 億€（４６１５億円）

となっている。屠畜、精肉

の売上高が入ってないので、

大きく差がある。 



Veganは流行るのか？？？？ 

ヴェジタリアンは肉や魚は食べないが、卵、乳製品は食べる。 

ヴィーガン（Veganドイツ語ではヴェガン）は、さらに、まったく動物タンパク

を摂らず、卵、チーズなど乳製品も取らず、衣類も羊毛、動物皮革を使用

しない、ベジタリアンとは全く別の、極端な非動物指向である。 

Vegan対象の食品は、増加傾向～大豆ベースやえんどう豆、粟などを使

用したハンバーグやミートボール、プルドポーク、グーラッシュ、豆乳の生

クリーム、パスタ用ミートソース、スリミを使った海老やカニ風シーフード、

お菓子類など、新商品はどんどん出てくる。Vegan用のマヨネーズも出て

来て、もちろん卵不使用～豆乳ベースである。(右端の写真は、卵無しマヨネーズNaturata) 

 今後もBio食品の次に、ヴェガン商品も残るのは確かであろう。 

今現在、米国では人口の７％がベジタリアン、３%がヴェガンと言われ、新しいマーケットであることは確か。

そしてヘルシー志向に結びつきもあり、商品展開は話題の昆虫食よりは歩がある。 

～若い女性にとっては、美に結びつく求心力は絶大で、有名女優（ナターリー・ポートマン）がその憧れのヒ

ロインであり、一般女性も美を追求して彼

女のように素敵な女性になろうと、アイド

ル崇拝的な部分もある。 

動物愛護 

劣悪な環境で飼育される鶏や豚への同情から、飼育環境の改善は大きな政治運

動までになり、トレー販売の商品に対する動物保護シールの添付も議会で取り上

げられるほど、ドイツでは動物に対する思いやりが大きいのは確か。 

子豚の丸焼きや生後 6か月で屠殺される豚、50日で出荷されるブロイラーなどは、

動物専用救急車まであるドイツでは、耐え難いことなのであろう。 

オクトーバーフェストの期間中、観光客であふれるミュンヘンの中心の広場マリエ

ンプラッツでは、大々的に“Wiesen Vegan” （オクトーバーフェストヴィーガン）と銘

打って、広場全体でVeganキャンペーンを開催。 ブースや生バンドも出て、多くの

人に、ヴィーガンをアピール。 レシピー本も多数、無料配布。 

そば粉を使ったミートボール風やパンケーキの試食も行い、若い女性や若い母親

中心に集客。集めたパンフを開くと・・・・・・・・ 

宣伝というよりも恐怖心をそそる 

パンフには、不足するビタミン、ミネラル群のデータを示し、サプリで補う人も多い。 

しかし、準備された、たくさんのパンフレットには、動物愛護の精神と菜食主義のヘ

ルシーさを強調するよりも、動物虐待、屠殺の悲惨さばかりを強調しており、意図的に、多くの血に染まった

悲惨な画像を見せられると、ショックが大きい。 

肉や魚を食べる罪悪感ばかりを強調するパンフレットに目を背けたくなるが、それが目的なのだろう。 

長生きするには・・・・・絶対数では、肉・魚大好き人間である人と々話すと、菜食主義、ヴィー

ガンには、まったく逆の考えで、健康であるためには、動物タンパクは欠かせない必須栄養素であり、長生

きするためにも、極度の菜食主義は間違っているとの意見で合致する。 

菜食主義、特にヴィーガンになると、半年、１年後には骨粗しょう症、無気力、朝起きられないなどの弊害が



起き、病気の治癒力が衰え、回復に時間がかかると体験者は語る。「寿命を２０年縮める」と言う研究者の

弁もあり、果実主義、ヴィーガンでもあったアップル共同創始者スティーヴ・ジョブス氏は、そのために寿命

を縮めたと言われている。実際には、その要因はつかめない。 

歯が大事！！長生きのポイント､「８０歳まで２０本」と提唱される歯のためには、カルシウムと、ゆっくり良

く噛む事がとても大事。テレビなどで長命な人を見ると、やはり自分の歯が沢山残っていることに驚嘆する。 

歯の寿命は５５歳前後と言われている。しっかり歯磨きをして、歯医者さんに定期的に通いましょう！！ 

高タンパク質摂取でガン死亡率６０％減 

国立ガン研究センターの日本人中高年男女８万人の１５年間の追跡調査では、肉、乳製品を含めたバラン

ス良い食事を摂ることで、ガン、心臓、血管などの病気で死亡するリスクが減り、６６歳以上ではガン死亡率

が６０%減り、全死亡率でも２８％低くなると判明してる。（東京大学病院准教授：中川恵一氏の所見２０１８

年９月日経新聞 「がん社会を診る」）、と新聞では菜食主義の人の寿命がむしろ短

いとも警告している。 

新しい食材 テンペ（Tempeh）発酵大豆 

インドネシアの一般的に調理用タンパク源として伝統食テンペがある。 

水にもどして二つに割り２０分ボイル。冷まして酢をかけ、麹を振りかけてバナナの

葉で巻いて固め、３０℃の室温で２４時間発酵させた食品。粘りも無く、カットして加

熱調理～消化も良く、形は自在にできるので、ベジ製品に適用されている。 

このほかにも、そばの実もリゾットやケーキなどに人気が出ている 

エンドウ豆、豆腐、大豆フレーク、粟など、加工品へのヴァリエーションは様々な可能性が

あり、アジアの食材が、今後ヨーロッパで拡大していく方向にある。 

スィートサワーソース Sweet Sour Ｓauceが合う！！ 

大豆ベースなどのベジ製品はどうしても味がタンパクなので、

ベジのミートボールやバーガーなどにかけるソースは、インパ

クトが強いものが欲しくなる。 今ドイツでは、甘酸っぱいアジ

ア系のソースが人気で、各社が、こぞって販売している。 

ベジ製品の開発でリーダーシップを取っているRügenwalder 

Mühle社も、スーパー店頭に設置されたベジ用パンフにも盛

んに宣伝攻勢を惜しまない。～Ａ４サイズ８０ページのレシピ

ー掲載 Vegan冊子の広告では、ベジバーガーにスィートサワ

－ソースをかけてアジアンバーガー！！とアピール。 

 

ベジ製品：左より、ブラートヴルスト、クリスピーバーガー、ミートボール小、ミンチ、

ナゲット。                          https://www.ruegenwalder.de/en/vegetarian- products 


